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i天　界新知　識
　　　　　　　　太陽の熱度が減少する　（アボット博士豫言）
　（ワシントン肇聯合）來るべき2年間に太陽が現在よPも熱度を減じ，その結果とし
て地球の表面が多少とも影響を受けるとスミソン研究所長C・G・アボット博士は早
言した，それによると・……一・
　『太陽から襲生する熱，そして地上の生活を快適ならしめる熱は多少とも普通以下に
　減ずることと信ずる，尤もこの事理は，その間地球が引導き寒くなるといふことを
　意味しない，何となれば地球面の氣象は太陽熱以外の鍛多の現象によって影響を受
　けるからだ・だが太陽の上に起る氣象の攣化が大なり小なりの影響を地球上にもお
　よぼすことは箏はれぬ事實である．』
　　　　　　　　　　地球の年齢は20億年と決定
　太陽から分離した地球がその混沌たる状態から次第に凝結して以て今日に至る迄ほ
ぼ何億萬年を纒てるるかといふことは理學に淺された宿題であったが，今や地質學，
天文學，物理學，主導，数學の協力に俵9，創世紀第一章の混沌が次第に黎明の陽光を
浴びつつあることを感ぜられるに至った．
　即ち最近ワシントンe開かれた剃6M國際地質學會に於て，今日多くの學者が種々
雑多な方法と40種の機械の力に依り大髄地球の年齢を2（臆年とすることに一致してみ
ることが明かとなったのた一・同學會Fζ於てボス1・ン，タ7一・大群のLane教授が説明
した礎に依iれば，今llの理論は地球の年齢算定に幸して40種の異る機械を斯有し，就中
ウラ＝ウム，トリウム，アクチニウム及びラヂウム鉛の原子の崩壊力を利用するLラ
ヂウム作用時計「とも目すべきものを宅とし，之に依って今llの地球はその生成の當初
から18億5200萬年を経てみると算定されたものである・
　此のLラヂウム作用時計「は20冊紀に入って登明され幾多のL宇宙計時機製伶髭「の手
に俵って改頁を加へて斜1に至ったものである・此のことはJ｛》hrs　Ilopkins大學の
1づ・Mathews教1受に依って裏書された・此のLフヂウム伶川時計「の計算に剴」し，更にl19
通りの機械に依り橡算が行はオし・その結果上の数字は略正確なものと認定され從って
地球の年齢は約2‘）予州と考へて誤り無いものとされるに至った・（ワシントン撰聯合）
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　　　　　　　　　　　南天の瓢二重星2252個
　北牛球の諸天文毫で見える空の二重星の捜索は極めて組織的に　Lick天交垂のR・
G．Aitken氏等によって行はれ，既に数年前に完了したが，南天の新二重星の捜索は，
米國Michigan大回（Ann　Arboi’）天文塁のHussey豪長の機意によりLamont氏寄
附の新天文皇が南阿Bloemfi）nteinに設立せられ，口強69センチの大形望蓮鏡（屈折武
州競用）を以って，1928年五月H日から槻測オ欄女ムされ，た・生任はR・A・Rossiter氏
である．最逝，此の事業の第一報が徴版された．其れによると，南天に於いてC．P・
D，目録の9．5級5（．1：Co．　D・目錐の9β級星以上の総ての星を検査し，二星の灘野離は
　　　　　log　d　＝一　2．5　一　O．　Ltm　（］）
で定められるく，のを標準とし，特別な場合には
　　　　　Log　d　＝＝　2．62，5　一　O．LAn　（Q．）
の式に該補するものをも探った・上の爾式で計算して
見ると・右表のre　Vとなる・
　ここに新二見の二重星として襲表されたものは総計
2232個・エ932年十月12　Hまでのものを含み，特に興味
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ある星として，下表の如き星を含んでみる・〔Memoirs：R・A，S．65（2）．1933〕
番號　　C．P・D．赤纒G900．0）赤緯　位置角　醍距離　発　級　　元　期　　備　　考
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1932．393　　　　　！7
1931．464　　　　　71
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ep　1952年度の毛際緯度観測結果
　水澤の中央局から木村博士の名で登表され
た所によると，昨1932年度は，四月から北米
のGaithcrsburg襯測所オミ再開されたので，全
部で5ケ所が協同してみるわけであるが，右表
のx，yの計算κ：は水澤，　Kita1・（申亜），
Carloforte（伊），　Uklah（北米）の4ケ所が用ゐ
られた・　［Proc・ImP・AcadりIX（lg93）No・
4・］
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　　　　　　　　　　　　本年八月21Rの日食
　去る八，月21日，エヂプトから，ペルシヤ，インド，ボルネオを裡て，北濠州に終る
金環日食があった・其の中心線はアレキサンドリヤ，エルサレム，バグダド，デリ1，
カルカタ，ラング1ン等の都市を通過した・
　インドでは，此の日食は好天氣にめぐま円し，多くの人々は縛れを見たが，教育の無
V．・民衆たちは，多少の不安を覧えたのもあった・ボンベイ市では，此の日，牛日休業
となった・Chaupatty濱では幾萬のヒンドウ人たちが，日食の直後，海水に浴して，
勇を洗ひ，次〉・で三食を止めた由・
　　　　　　　　　　日食が見えた！　蔓北測候所大喜び
　八月21日の日食につき塁北測候所ではiE午ごろから10糎の望遠鏡を炎天の中庭に持
ち出し，西村測候所長はじめ全所員総動員1午後」時10分1に暦と寸分もたがはず初婚が
あり，だんだん眞夏の太陽が蝕ぱまれて行き，午後2時16分5に蝕甚，蝕分3分といふ肉
眼でもはっきり見える日食で，午後3時17分7に復園となった・日食時間2時間7分6・こ
の間，幾分雲があったが，槻測には非常に始まれた天候であった・殊に塁轡に胸いて
面古いのは日食によって日射量に攣化を臥すことで，此日も日食中に約2割の日射量が
減じ1度乃至2度氣温が下った・西村所長は語る
　『今日の槻測は天氣に惑まれ，はっきり見ることが出來ました・垂謎では昭和4年5月
9日午後2時20分にあったのが最近です・』
このE下北帝大でも白鳥教授靴よび小笠原助教授が物理學上から測定研究を行った．
　仁川観測所では武石技師が襯測したがちよっと見えたきりだった
　満洲は雨で槻測出來なかった・
　輻岡では九大研究室で襯撫したが曇天で不可能だつた・
